


















らである。（’３）なお、文面に出てくるProfessorAraiとは、『シェ

イクスピア大事典』編集者のひとりである荒井良雄(10.1935)のこと

である。

ＷｏｒＩｄＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅＢｉｂｌｉｏｇｒａｐｈｙ

ＤｃｐａｒｔｍｏｎｔＯｆＥｎｇＩｊｓｈ

ＩｅｘａＳＡ＆MUniverSitY

CoIIcgcS⑬Iion，ＴＸ７フ8４３－４２２７
４０９－８４５－３４００

Editors？

ＨａｒｒｉｓｏｎＴ．ＭｅＳｅｒＯＩｅ

ＪａｍｅＳＬ・Ｈａｍｅｒ

１９ＳＯＰ上Ｑｍｂ、ヱユ９９ユ

ｒａｋａＤｈＬＳａ⑥ａｋＬ

ＣｈＡｐ２Ｅｄユヒｏｒ”

1-30-40Ｋ１ｔａｋａｎＣ

Ｓａｉｗｂユーｋｕ，ＸｎｗａＥａｌｃｉｚ１１

ｇａＰａｎ

ＤｏａｒＨｒｏＳａ⑥ａｋＬ，

ＰＫｏｔｏｑＣｏｒＨｅｎ⑥ｒｏｌ⑨ａｎｄｒａｒｅ上ｎｄｅｅｄｈｏｎｏｒｅｄ上ＯｈａｖｃＢｕｃｈｅｆｎＬｎＧｎ上ＢｃｈｏＬａｒＤ

ａ回ｙｏｕａｎｄＰｒｏｆ⑧ｐＱｏｒハｒａＬｊｏｉｎ仁胸ｃエnternationalCamniここｃｃｏｆＣｏｒｒ⑨回ｐｏｎｄ⑨ｎ上、、

ＷＧユｏｏｋｆｏｒＷａｚｄｔ◎ａｌｏｎｇａｎｄｍｕ亡ｕａｌユｙｂｏｎｅｆｉｃえａｌａＢＤｏｃＬａｔｉｏｎ。

エwant七．七ｈａｎｋｙｏｕｆｏｒｔｈＯＣｏＰｙＣＥｙｏｕｒ

ムｒｎＪ品Ｄ机、、ｗｌ１ムｃｈｗｉｌｌｆｉｎｄａｗ⑨】ｃｏｍ③ｈｏｍ⑨ｉｎｏｕｒｗｏｒｋえｎｑｌｉｂｚＰａｒｙ・エセム⑰，

ＬｎｄｏｃｄｆａｎＬｍｐｒｃ回ｐＬｖＱｂＬｂユユ◎９重ａＰｈｙａｎｄｏｎ③亡ｈａ仁，エｎｍｃｐｒ上ａ人ｎＧｌ１ａ回ｂ回｡ｎＷ皿ｒｍｌｙ
ｒ⑨Ｃ⑧ＬＶｏｄｂｙＳｈａｋ④ＤＰ心⑥ｒ⑭ａｎｕｃｈｏ１ａｒｎｉｎＪａｐａｎ－Ｘｃｅｚヒロ土ｎｌｙｕｒｇ⑧ｙｏｕ上ｏＰＵｂｌＡ回ｈ

ｔｈＬロムｎＥｎｇ１Ｌ回ｈａｌｐｏ．ハロｙｏｕａ正Ｇｗｃ１１ａｗａｚＧ，危◎◎１土セセユｏＪａＰａｎｃ回⑪回ｃｈｏエａｒ⑨ｈ上Ｐ
Ｌｇｋｎｏｗｎユ、上ｈｅＷｃ回ｔ－

エａｌｇｏＷａｎｔｔｏＣｏｎｕｎｏｎｄｙｏｕＯｎ Ｊａｍｕｃｈ－ｎ⑧⑨ｄｃｄ

ｐｕｒｖ⑥ytI1a上ｗＡ１】ｌｗｌＰ上ｕ１Ｉ１Ｌｒｕｄｕｃ⑧Ｊａｐａｎ⑧邸哩口匡ｈｏ１ａｒＢｈｉＰ上。ａｗｉｄ⑧ｒａｕｄＡ⑧『1唖些．

Ｗｏｗｏｒｏａｂユ、上ｏｕｏｃｍｕｃｎｏ宮ｖｏｌｕｍｃ１ＥｏｚｔｈＱ１９９０ｗｏｒｌｄｓｈａｋｏ回Ｐ、ａ正。Ｂｉｂｌ上ｏ－

ｇｒａＰＩＷｐａｎｄｗｐ１ｏｏｋＥｏｒｗａｒｄｔｏＤｃｃＬｎｇｖｏユｕｍｃ２･

Ｔｎｍｎ⑧ｎｄｌｎ９'ｂｙｂｏｏｋｐｏａｔ〃ｃｏｐＬｅ幻ｏｆｔｎ⑥１９８８ａｎｄ１９８９ｗｏｚ１ｄｓｈａｋｅＢＰＦＭｎｒｅ
ＢＬｂユＬｏ９ｒｏＰｈｉｃｇ･Ａｇａｍｏｍｂ⑨ｒｏｆ妃ｈＱＩｎ上Ｑｒｎａ上ｉ◎ｎａｌＣｏｎｒｎｌ七七ＱＱ，ｙｏｕｗｉｌｌｒＱｃｐｉｖ②n

ComP1Lmontazy⑥ubncrAP上Lonにo鋤akeロロ③arOounr上⑥rlwE《1nc1udLng上h③BLblAo-

ｇｒａＰｎｙＬＢＤｕＱ）．

ＸａｍｅｎｃｌｏＢＬｎ９ａｃｏｐｙＯｆｍｙｏｚ１９Ｌｎａ１ｌｃｔｔｅｒｔｏＰｒ◎ｆｅＢＧｏｒハピａ１，口ｉｎｃ⑧七ｈａｔ

Ｌｎｃ１ｕｄｏｏＬｎｆＯｒｍａｔｊｏｎａｂｏｕｔｏｕｒＰｒｏｃｃｄｕｒｅＢ・ｚｎａｄｄムヒュｏｎ，ｘａｍｏｎｃＬｏＤｉｚＴ９Ｂｏｍｏ
上、口上ｒｕｃ上土。ｎ回ｈ⑧⑨ヒロヒｈａ上ｗｅＰｒｏｖＬｄ⑧ｔＯｎｅｗｍ⑨鹿山ｅｒｇ．Ｈｏｗｅｖｅｒ〃且回エヒｏユｄＰｒ◎Ｅ③回一

回ｏｒＡＺａｉ０ｗｏｃａｎｕｎ⑧ｉｎｆｏｒｍａ上Ｌｏｎｉｎ℃ｎｏＥｏｒｍｙｏｕＰｒｏｖＬｄＱＬｎＳｈａｋＧＤＤｅｎｒｅＮｅｗｎ
ｆｒｏｍ－ＪａＰａｎ･

Ａｇａｉｎ，ｗｏａｚｆ⑧ｄｏユムｇ腕ＣＯｄ七ｏｗｅＬｃａＤｅＥｕｃｈａｄＬＢ上ｉｎｇｕＬ⑨ｎＧｄｂＬｂＬＬｏ９ｒａＰｈ⑨ｒ上ｏ
ｔｈｅＣ◎ｍｍＬｔｔ⑧ｅ、

ＹｏｕｒＤｇＬｎＣ⑨ｒＯ１ｙ〃

て３h,2な29tしｒＮＵｒ
ＪａｍｏｑＬ、Ｈａｒｎｅｒ

Ｅｄユヒｏｒ

首ｏｒ１ｄＳ１１ａｋ⑧ＢＰ⑨ａ宮ＧＢＬｂｌｉｏ９ｒａＰｈｙ

現在は で き る だけ年報の形式でまとめ、継続的にWorld

ShakespeareBibliographyに報告している。このことは日本シェイ

クスピア協会公式ホームページでも紹介されている。
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これまで日本人による研究成果は、故小津次郎元会長の時代か

ら数名のcorrespondentsの方々 により幅広い情報が提供され

てきました。しかし、そのあまりに膨大な数ゆえに全体を網羅

することはしばしば困難で、現在は「単行本」と「上演」に関

する情報が武蔵野学院大学佐々木隆教授から提供されています。

協会はここに「論文」を加えることとし、会員のみなさまから

の情報を仲介することで、データベースとしてのＷＳＢＯにいっ

そう厚みを持たせたいと考えています。（’４）

海外ではLeslieDunton･DownerandAlanRiding・陸sentjaノ

ShakespeaI9eH2mdbooA(2004）が出版され、日本では水谷八也・

水谷利美訳『シェイクスピア・ヴイジュアル事典』（2006)として出

版されているが、この中では“GlobalShakepeare”（世界のシェイ

クスピア）として項目が設定されている。その中では次のように説

明されている。

ＷｈａｔｉｓｔｈｅｓｅｃｒｅｔｏｆＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅ'sinternationalappeal？

ＯｎｅａｎｓｗｅｒｃａｎｂｅｆｂｕｎｄｉｎＳｈａｋｅｓｐｅａretheuniversal

storyteller:ｈｉｓｐｌａｙｓｒｅａｃｈｂｅｙｏｎｄａｎｙｓｉｎｇｌｅｌａnguageor

country・Ｅｖｅｎｗｈｅｎｓｅｔｉｎａｔｉｍｅａｎｄｐｌａｃｅ，theyoften

seemtimelessandplaceless、Theirinnovativestructures

-“ｈｉｇｈ”ａｎｄ“low'，ｔｈｅmes，interwovenplotsand

subplots,penetratingsoliloquies-transcendnational

theaterconventions．（’５）

１９９１年以降､まさに世界のシェイクスピアが各国の立場で取り組

まれるようになり、世界に向けての発信が盛んになってきたことは
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事実だ。これには第５回国際シェイクスピア学会が東京で開催され

たこと、また、その後はインターネットの普及により‘情報発信や情

報交換の利便性が格段にアップしたことが大きな原因ではないだろ

うか。

４「日本のシェイクスピア」をどう考えるか

シェイクスピアに限らず、日本人が外国文学を読み、研究すると

はどういうことであろうか。イギリス人だけがシェイクスピアを理

解できるのだろうか。『シェイクスピアはわれらの同時代人』

(ShakeSpea狸ＯｕｒＣｂ"temporay;1964)を書いたヤン・コット(Jan

Kott，ｂ､1914）はポーランド人、シェイクスピア批評でも忘れるこ

とのできないシユレーゲル(AugustWilhelmvonSchlegel，1767.

1845）やゲーテ(JohannWolfgangvonGoethe，1749.1832)はドイ

ツ人である。その国の文化的諸伝統を背景にして、シェイクスピア

は世界中に存在する。シェイクスピアが単にアカデミックな研究対

象にしかならないのではなく、彼の死後も時空を超えて論じられて

いるのは、レベルの差はあれ世界中の人がシェイクスピアのことを

知っていると言っても過言ではない。

「日本のシェイクスピア」を定義しようとすれば、「日本における

シェイクスピアの翻訳・研究・上演などのシェイクスピアというこ

とになろう。日本人としてのアイデンティティも当然問題となって

くる。「日本のシェイクスピア」は単なる地理的な問題ではないのだ。

「国際化」の問題を考える前に、自文化におけるシェイクスピア

について考える必要がある。それには、「日本のシェイクスピア」の

定義が必要であろう。倉橋健編『シェイクスピア辞典』（東京堂，

1972年８月）､高橋康也他編『研究社シェイクスピア辞典』(研究社，

2000年１１月）には「日本におけるシェイクスピア」・「日本」の項

目がある。『シェイクスピア辞典』では「日本におけるシェイクスピ
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ア」の項目があり、そのほとんどが受容史的な記述である。一方、

「研究社シェイクスピア辞典』では、「日本」の項目があり、高橋康

也が担当し、内容は単なる受容史にとどまらず、日本におけるシェ

イクスピアの変容について記述されている。

外国から演出家を招くことはすでに珍しくないが、鈴木が細

川俊夫作曲のオペラ『リアの物語』（歌詞は英語、歌手は多国

籍）を演出してミュンヘンで初演したり（1998［平成１０])、

捲川演出によるロイアル・シェイクスピア劇団の『リア王』

に真田広之がプールの役で出演する（1999［平成１１]）とい

う、かつては想像もできなかったような「国際的」事態が出現

しつつある。（’６）

さらに演劇における国際文化交流にも触れている。

実際、「日本のシェイクスピア上演」は１９９６（平成８）年

の国際シェイクスピア学会のセミナーのテーマとして取り上

げられた。こうした研究の面においても国際化は進行し、笹

山隆などの日本人が編集・執筆に加わった英文論集が数冊、

英米の出版社から公刊されたほか、日本シェイクスピア協会

創立３５周年記念英文論文集もアメリカの出版社から２０００年

に刊行された。（’７）

学術交流もさらに進んでいることを明らかにしている。

「日本のシェイクスピア」とは何かという最も簡単な定義は「日本

（日本人）におけるシェイクスピアの翻訳・研究・上演などのシェ

イクスピアに関する活動、あるいは日本におけるシェイクスピア受

容史に関する研究」ということになろう。英語では"Shake。
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speareinJapan”“JapaneseShakespeare1’“Japanized

Shakespeare"とよく表現されている。１９９１年の第５回国際シェイ

クスピア学会の統一テーマにも掲げられた"Shakespeareand

Cultural'Iraditions"が示すように、文化的諸伝統を背景に「シェ

イクスピアの変容」を積極的に受け入れようとすることである。

“ShakespeareinJapan"としてすぐに思い出されるのは豊田実

のShakeSPearemcﾉZ2pan(IwanamiShoten,1940)、最近では安西

徹雄・岩崎宗治等が外国人シェイクスピア学者と編集した

鋤akeSpeaI1emcﾉaPa〃(TheEdwinMellenPress，1999)があげら

れよう。また、上演に内容を絞った南隆太他編の姥I?zbzmmg

ShakeSpearem<ﾉﾖpan（CambridgeUniversityPress,2001)もあ

る。論文では川地美子の"ShakespeareinJapan”（『杏林大学外国

語部紀要』創刊号，１９８９）などもある。“JapaneseShake・

speare1'というタイトルの研究書は出版されていないものの､笹山隆

編の鋤akeSpearea"ｄ坊ｅｅﾉapaneseSragP（CambridgeUni・

versityPress，1998)のＰａｒｔｌは"JapaneseShakespearein

perfbrmancei'となっており、前述の姥I?ｉｆﾌｍｚｍｇ鋤akeSPearem

cノョpanには安西徹雄の“Ｗｈａｔｄｏｗｅｍｅａｎｂｙ‘Japanese

Shakespeare'?剛が所収されている。安西はその中で日本のシェイク

スピア劇上演について、

ＴｈｅａｐｐａｒｅｎｔＪａｐａｎｅｓｑｕｅｆｅａｔｕｒｅｓｏｆｔｈｅｉｒｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎｓａｒｅ

ｎｏｔｈｉｎｇｍｏｒｅｔｈａｎａｎｉｎｃｉｄｅｎｔａｌｏｕｔｃｏｍｅ，ａｎｄｎｏｔｔｈｅｇｏａｌ，

oftheirowncreativeactivities．（’８）

と述べている。日本人にとってシェイクスピア劇は伝統演劇に匹敵

する何か新しいものをつくり出そうとした創造的活動の産物なので

ある。しかし、伝統演劇に匹敵する演劇を求めながらも、姥川幸雄
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(bl935)や鈴木忠志(b､1939)といった伝統演劇の要素を取り入れた

演出が評価されているのは､偶然の産物と片付けられるのだろうか。

OscarJamesCampbell他編のmheBeadbr<ＳＥ"qycノロpedjaof

ShakeSPeaz9e（1966)には"Japan''の項目がある。そこでは、日本の

シェイクスピア劇上演史を辿りながら、

Ｔｈｅ“Japanese''Shakespearewasthusverywellestablished

inthecommercialtheatreaｔａｔｉｍｅｗｈｅｎｔｈｅ“English'１

Shakespearetherewas,understandablyararity.（’９）

の記述がある。また、安西徹雄等編のShakespea”、‘ﾉapa、の書

評となっているSuematsuMichikoの"JapaneseShakespeare'１

(Ｚｈｅ陸najSsanceBu"e”､26.1999)では１９９１年の第５回国際シ

ェイクスピア学会以来の傾向を

agrowinginterestincross･culturalstudiesandreception

studiesencouragetheJapanesetodemonstratewhattheir

scholarshiphasachieved．（２０）

と評している。石原孝哉の"ShakespeareasJapaneseCulture'’

（『駒淫大学外国語部研究紀要』第２８号，1999）には"Japanese

Shakespeare'１の項目が立てられている。"JapanizedShakespeare1，

という言葉は書名としては登場していないが、英語論文の中で

"Japanization'１などの表現や日本の伝統芸能の上演から

"KyogenisingShakespeare''のような表現も見受けられる。

"JapanizedShakespeare''は上演に関する記述に多く用いられてい

るようだ。本来、「日本のシェイクスピア」は「日本（日本人）にお

けるシェイクスピアの翻訳・研究・上演などのシェイクスピアに関
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する活動、あるいは日本におけるシェイクスピア受容史に関する研

究」と言った広い意味で考えられていたはずである。しかし、第５

回国際シェイクスピア学会を境に「日本のシェイクスピア」は「日

本独自のシェイクスピア」を求める方向性を強く意識するようにな

り、この方向性はシェイクスピア劇上演に特に現れたようだ。この

１０年間における「日本のシェイクスピア」の関心事は、“agrowing

mterestincross･culturalstudies''（２１）であり、“Shakespeareas

JapaneseCulture'１（２２）に向けられてといっても過言ではないだ

ろう。一方的な異文化理解から自文化の見直しが加わったことで、

日本人としてのアイデンテイテイがあらためて再認識されることに

なり、「日本のシェイクスピア」に深みがますことになったのだ。

三好弘『断絶と孤独－シェイクスピア』（1972)の「ひとつのシェイ

クスピアの見方」の中では「西洋のシェイクスピア論の背後には、

キリスト教の論理があるのは周知のとおりだ。日本にはどのような

論理があるだろうか。日本の文化のなかで、シェイクスピアを理解

する論理とは何か。・・・（中略）・・・日本文化を仏教というひとつ

の思想に還元して、シェイクスピアをとらえようというわけだ」

（２３）とある。また、『シェイクスピアと日本人のこころ』（1983)の

「まえがき」では「シェイクスピアを読んで考えるとは、日本人の

こころで新しい意味を見通すことである」（２４）と述べている。三好

弘は「ハムレットと阿閣世コンプレックス」（1984）を発表し、エ

ディプス・コンプレックスから見るハムレットではなく、古浬平作

(1897.1968)の阿閣世コンプレックスからハムレットを見るなど、さ

らにその考察を深めた。

Ｒ､Ｈ､プライス(Ｒ、Ｈ,Blyth，1898.1964）の盆nmEngljSh

Ljrera””ａ"dO2qjentaノCZassj“（1942)ではシェイクスピアと禅

を結びつけた研究論文が所収されており、後年AraiYbshio,Zbnm

EngZjShCu〃ure(Hokuseido,2005)によりプライスの研究をあらた
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めて評価している。

Ｄｒ.Ｒ､Ｈ・Ｂｌｙｔｈｉｓｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅｉｎｔｈｉｓｂｏｏｋ・Thewordsof

Blytharequotedmanybｍｎａｙｔｉｍｅｓ、Ｂｅｃａｕｓｅｔｈｉｓｂｏｏｋｉｓ

ＤｅｄｉｃａｔｅｄｔｏｔｈelategreatZenscholar,ReginaldHorace

Blyth,ｗｉｔｈａｌｌｇｒｅｅｔｉｎｇａｎｄｖｅｒｙｂｅｓｔwishes,ａｎｄａｂｏｖｅａｌｌ，

withmygreatestrespecttohim・

ＩｗｒｏｔｅｔｈｉｓｂｏｏｋｔｏｍａｋｅＢｌｙｔｈＺｅｎｓｐrｅａｄａｎｄｂｅｃｏｍｅ

well･ｋｎｏｗｎｉｎｔｈｅＥｎｇｌｉｓｈｓｐｅａｋｉｎｇｗｏｒｌｄ・Ｉｓｉｎｃｅｒｅｌｙｈｏｐｅ

ｔｈａｔｔｈｉｓＢｌｙｔｈＺｅｎｂｏｏｋｗｉｌｌｂｅｒｅａｄｂｙａｓｍａｎｙｐｅｏｐｌｅａｓ

ｐｏｓｓｉｂｌｅｉｎｔｈｅｗｈｏｌｅｗｏｒｌｄ．（２５）

研究にしろ、上演にしろ、そこに流れているのは坪内遁遥の精神

そのものである。

われわれはわれわれの立場から、われわれの解釈、われわれの

趣味に依って、われわれみづからの為の演出を試みるがよい。

（２６）

この「日本人としてのシェイクスピア」は、「グローカリゼーション

時代のシェイクスピア」を考える時、日本人のアイデンティティを

問われる時のひとつの解答になろう。

エピローグ

第５回国際シェイクスピア学会の統一テーマは"Shakespeare

andCulturalnaditions”「シェイクスピアと文化的諸伝統」（1991）

やグローカリゼーションの考え方の根底にあるものは、これまでの

西欧優位から「価値観の多様化と民族のアイデンティティ」を広く
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認めた世界全体の「共生」の概念である。特に９．１１のアメリカの

同時多発テロ(2001)は世界を震憾させたまさにサミュエル・ハンチ

ントン流に言えば「文明の衝突」といことになるかもしれが、百万

の心を持つシェイクスピアは一つの時代だけでなく、あらゆる時代

のものであると同時に、一国だけでなく、世界中のものであること

を忘れてはならない。

２００４年には国際シェイクスピア学会の成果をまとめたTbtsuo

Kishi，andRogerPringle，andSttanleyWells，editors・

sbakespeareandCuﾉｫuraノ乃adizmnsが出版され、その

Introductionの冒頭には次のように記されている。

Vancouver,WashingtonD.Ｃ，Stratfbrd･upon-Avon,Berlin-

WorldShakespeareCongresshadprogressedsteadiyinan

eastwarddirection，ａｎｄｉｎｌ９９１，aftersignificantbarriers

betweeｎＷｅｓｔａｎｄＥａｓｔｈａｄｔｕｍｂｌｅｄｄｏｗｎ,Tbkyobecame

thelocationfbrthefirstmajorShakespeareconferenceevｅｒ

ｔｏｂｅｈｅｌｄｉｎｔｈｅＦａｒＥａｓｔ．（２７）

同じ様に第５回国際シェイクスピア学会以後に出版されたDennis

KennedyandYbngLinLan,editors,ShakeSpearemAsja(2010）

といった研究書では以下のように述べられている。

ThisbooktreatscontemporaryShakｅｓｐｅａｒｅｐｅｒｆｂｒｍａｎｃｅｉｎ

Ａｓｉａｆｒｏｍｔｈeoreticalandhistoricalperspectives：ｉｔｉｓ

ｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄｉｎｈｏｗａｎｄｗｈｙＳｈａｋｅspeareoperatesonthe

stage，ｉｎｆｉｌｍ，ａｎｄｉｎｏｔｈｅｒｐｅｒｆｂｍａｔｉｖｅｍｄｏｅｓｉｎｒｅｇｉｏｎｓｏｆ

ｔｈｅｗｏｒｌｄｔｈａｔｈａｖｅｎｏｏｖｅｒｗｈｅｌｍｉｎｇｒｅａｓｏｎｔｏｔｕｒｎｔｏｈｉｍ・

Ｔｈｅｅｓｓａｙｉｓｔｓrepresentedhereofferquestionsabｏｕｔｃｕｌｔｕｒａｌ
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differenceandculturalvalue，appropriationanddissemina・

tion,Corporealandintellectualadaptation,ａｎｄｔｈｅｗａｙｓ

ｉｎｗｈｉｃｈＡｓｉａｉｓｐａｒｔｏｆａndsimultaneouslystandsaloof

fromglobalcivilizationMuchhashappenedonplanet

Shakespearesincel9９０．Ｆｏｒｏｕｒｐｕｒｐｏｓｅｓｔｈｅｍｏｓｔｉｍ・

portantdevelopｍｅｎｔｈａｓｂｅｅｎａｎｏｔａｂｌｅｉｎｃｒｅａｓｅｉｎＳhake・

speareperfbrmanceinsurroundingｓａｌｉｅｎｔｏｔｈｅｔｒａｄｉｔｉｏｎｓ

ｏｆｔｈｅｍａｉｎEnglish･speakingnations,ｓｏｍｅｏｆｗｈｉｃｈｈａｓ

ｂｅｅｎｅｘｐｏｒｔｅｄｔｏｔｈeWest,promptingcorresponding

expansionintheinternationalcriticalattentionthose

productionshavereceiｖｅｄｉｎｔｈｅｐｏｐｕｌａｒｐｒｅｓｓａｎｄｉｎｔｈｅ

ａｃａｄｅｍｙ．（２８）

英語文化圏にとってもアジア諸国のシェイクスピアにとっても、自

国や他国のシェイクスピアにようやく目を向ける時代が来たと言っ

てもよいかもしれない。（２９）シェイクスピアをかつてコールリツジ

(SamuelTそlylorColeridge,1772.1834)がＢわg29ap〃Ljtez9ja(1817）

の中で“ourmyriad･mindedShakespeare”（ChapterXV)と讃えた

が、グローカリゼーション時代のシェイクスピアを均一性と地域性

が共生することは、まさにグローカリゼーション時代のシェイクス

ピアの捉え方、その有り様そのものであろう。
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